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数学に対する生徒の信念・目的・態度の調査研究(Ⅲ)

61.これまでの研究のまとめ

本研究は今回3年目を迎える。この研究は1995-

1997年の,数学に対する生徒の信念・目的・態度の基

礎的研究を引き継いだものであった。1998年度には因

子分析,クラスター分析の結果次のことが明らかにな

った。

①創造性や理解の項目は,成績の向上と関係が深いこと

は当然であるが,他人との関わりを通して成績に影

響すると思われる。すなわち,生徒は,人の考えを

理解しようとするとか,他人に説明するなどの行為

を通して数学をおもしろく感じ亘り,数学をできる

ようになると考えている。

②中学生と高校生の意識の差は大きい。クラスター分

析によると,中学3年生の成績項目と同じ変数のグ

ループに,パターンを覚えたり,問題を解くことの

みを重視する項目がある。一方,高校生の成績項目

と同じグループには,異なった解法を追求したり,

自分で問題を作ったりする項目があり,対称的であ

る。

1999年度に判別分析,重回帰分析会の結果次のこと

が明らかになった。

①成績に大きく影響を与える項目は.ほとんどが調

査(I)「数学をどのような教科と考えているか」

の内容である。特に中学生では,数学に対する好

意感借や興味指向,数学的能力に対する自信や意

欲が　成績に大きな影響を与えている。

②「定理や内容の意味が分かったり納得したりした

とき.数学が楽しい」と感じる生徒は,低学年で

は,成績の下位者に多い。このことは,成績の良

くない生徒に対してこそ,学習内容の意味を十分

に伝えるような授業展開が必要であることを示唆

している。

③中学生にとって数学の楽しさはノヤターンを覚え

たりして問題を解く楽しさである。これに対して,

高校生にとって数学の楽しさは,練習問題を解く
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ことも含んではいるが,発展的なものを追求する

より高度なものになっている。

今回の研究では,数学に対する信念・目的・態度と

学校以外の諸条件との関係について調べた。諸条件と

は宿題の量,父母の数学に対する考え,学習機会(塾

での学習),性別等のことを言う。その中でも特に性別

について取り上げた。男子と女子と.数学に対する意

識や態度に差があるのか,あるとするならどの様な構

造なのかを調べることが主なテーマである。塾の影響

については社会的にも注目されており,非常に興味深

いが十分なデータをとることが出来なかったため,次

の機会に講りたい。

本研究における調査内容としては,昨年度の研究

「生徒の数学に対する信念・目的・態度の調査研究

(I)」をもとに,「I.生徒は,数学をどの様な教科と

して考えているか」,「Ⅱ.生徒が,数学が楽しい,お

もしろいと感じるのはどんなときか」,「Ⅲ生徒は,ど

の様にすれば数学が良くできるようになると考えてい

るのか」という3領域の質問紙による調査を7月に行

った。また,数学の学力についての指標としては,当

校で行われている校内実力テストを用いた。分析方法

としては主にクラスター分析,班別分析法を用いた。

なお,生徒の数学に対する信念・昌的・態度に関する

質問紙は,本稿の最後に掲載した。

与2.調査分析結果とその考察

アンケート調査は,中学1年,122名,中学3年,

122名,高校1年(4年)203名,高校2年(5

年)203名を対象にして,1999年7月に行った。

調査用紙を最後に掲載するが,それぞれの調査項目を

分類すると,次のようになる。

【調査1】「生徒は,数学をどのような教科と考えてい

るか」

◆数学に対する好意感情と興味指向

‥(1)(2)(7)(9)(10)(14)(16)

KazuoMurakami,TadaoNakahara,MasatakaKoyama,andKazuyukiKamaki:ReserchonStudent's
Belief,GoalandAttitudeonMaIhematics(Ⅲ)

-125-



◆数学的能力に対する自信と意欲…・‥(5)(11)(17)

◆数学と進路

◆数学のオープン性……………‥(3)(6)(8)(15)

◆数学の形式陶冶

◆成績(校内実力テストの偏差値)…………(*)

【調査Ⅱ】「生徒が.数学が楽しい,おもしろいと感じ

るのはどんなときか」

◆努力と逃避 (2)(5)(8)

◆意味・内容・理由の理解…………・(1)(10)(14)

◆創造性 (3)(6)(13)

◆協同とコミュニケーション……・‥・‥(4)(9)(11)

◆問題の解決 (7)(12)(15)

◆成績(校内実力テストの偏差値)…………(*)

【調査Ⅲ】「生徒は,どのようにすれば数学がよくでき

るようになると考えているか」

◆創造性

◆社会性

(6)(12)

(3)(10)

(1)(11)

(7)(9)

◆成績(校内実力テストの偏差値)……‥‥‥(*)

§2-1)平均値による分析

男女によって平均値に大きな差のある項目を次に示

す。

I-(11)私は数学があまり得意ではありません

1年(2.6　3.3)　2年(3.0　4.1)

3年(3.0　3.9)　4年(3.13.7)

それぞれの数値は,男子,女子の平均値である

以下同様。

Ⅱ-(2)あまり努力しなくてもすぐできるとき楽しい

1年(2.9　3.3)　2年(2.8　3.2)

3年(2.8　3.2)　4年(3.0　3.4)

差はあるが,賛成ではない。

I-(1)易しい問題よりも,難しい問題を解くほうがや

る気がでます。

1年(4.13.5)　2年(3.9　3.0)

4年(3.8　3.2)

I-(5)いくら一生懸命頑張っても,数学ができるよう

になりません。

1年(1.8　2.2)　2年(2.3　3.2)

4年(2.5　2.9)

差はあるが害成ではない。

I-(14)数学に関連した本を読むのが好きです。

1年(2.9　a4)　2年(a61.8)

3年(2.41.9)

I-(7)今習っている内容からさらに進んだ数学を,知

りたいと思います。

1年(4.0　3.6)　2年(3.8　3.0)

女子の方が,数学は頑張ってもできないと思ってお

り,易しい問題が出るとうれしく思う。3種類の調査

I,Ⅲ,Ⅲについて言えば,男女差が大きい項目はほ

とんど1の調査項目「数学をどのような教科と考えて

いるか」に集中している。しかもその多くの部分は中

学生であり,高校生になるとあまり差はない。高校生

は,調査I「数学が楽しい,おもしろいと感じるのは

どんなときか」.調査Ⅲ「どのようにすれば数学がよく

できるようになると考えているか」に対しては,男女

の差がかなりある。5年生について差が大きい項目は

ト(13)数学を必要とする仕事をしたいと思います

(2.6　2.1)　男子が大きい

Ⅲ-(5)一生懸命勉強しているとき楽しい　(3.2　3.6)

Ⅱ-(9)友達と協力して作業したり問題を解いていると

き楽しい　　　　　　　　　　　　(3.2　3.7)

Ⅲ-(11)私の考えを,他の生徒が理解してくれるとき楽

しい　　　　　　　　　　　　　　(3.5　3.9)

Ⅲ-(2)自分の考えを他の生徒に説明しようとすれば数

学がよくできる用に祭る　　　　(3.4　3・9)

Ⅲ一(8)問題の異なった解法見つけようとすれば数学が

よくできるようになる　　　　　　(3.4　4.0)

Ⅲ-(9)教科書の内容だけでなく,数学の歴史や応用な

ど,いろいろな面から数学に興味を持って勉強

すれば数学がよくできる用になる　(2.8　3.2)

これらは女子の方が大きい。

Ⅲ-(12)難しい問題を解くようにすれば数学がよくでき

るようになる　　　　　　　　　　(3.8　3.4)

男子が大きい。

このように.高校生では「どんなとき数学がおもし

ろいか」「どのようにすれば数学ができるようになるか」

対して男女差がある。中学生はこれらの項目にあまり

差がない。

与2-2)学力テストの成鰯を目的変数とした判別分析

目的変数をテストの成績,説明変数を調査の全項目

として,判別分析を行った。つまり,校内実力テスト

の偏差値が50より上の者を第1群,50より下の者

を第2群とし,「成績の上位者と下位者」と調査項目に

どの程度の量的関係があるかを分析したことになる。
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(表1)は,中学2年生の男子を例とした判別関係式

等の表であるが,そこに説明変数a1,a2,a3‥と

それに対応する判別係準p】,p2,p3‥・がある。

a.×pl+a2×p2+a3×p3+・‥+(定数項)

という式によって判別得点が計算されるが,その値に

基づき属する群を決定する方法が判別分析である。た

だ,この分析方法の目的変数はカテゴリー変数である

ため,説明変数への影響度は判別係数ではなくF値の

大小で決定される。

中学2年牛男子　r61タ.)の分析結果

判別的中率は88%で高い。成績に大きく関連する

調査項目および,その判別係数を挙げると.

Ⅲ-(9)友達と協力して作業したり問題を解いていると

き数学を楽しいと感じます。　　　(-1.87)

I-(3)図形の問題は,いろいろな方法で解くことがで

きます。　　　　　　　　　　　　　　(2.14)

I-(12)数学は自分で新しいことを考えていこうとす

る人にとって通した学問です。　　　　(1.33)

1-(10)　知らなかったこと,新しいことが分かるよう

になったとき,数学を楽しいと感じます。

(1.58)

Ⅲ-(8)問題の異なった解法を見つけようとすれば,数

学ができるようになると思う　　　　　(1.棚)

Ⅲ-(11)私の考えを,他の生徒が理解してくれるとき楽

しいと感じる。　　　　　　　　　(-1.棚)

I-(8)数学の勉強はほとんど暗記ばかりです　(1.27)

中学2年牛女子(61名)の分析結果

判別的中率は85%で高い。成績に大きく関連する

調査項目およびその判別係数を示す。

Ⅱ-(11)私の考えを,他の生徒が理解してくれるときう

れしい。　　　　　　　　　　　　　　(3.62)

Ⅲ-(10)知らなかったこと,新しいことが分かるよう

になったとき楽しいと感じる。　　　(-3.封)

Ⅲ-(8)先生が杜しい質問をしないとき,数学が楽しい

と感じる。　　　　　　　　　　　　(-2.%)

I-(5)いくら一生懸命がんばっても,数学ができるよ

うになりません　　　　　　　　　　　(1.35)

Ⅱ-(4)他人にうまく説明できたとき楽しいと感じる。

(-1.41)

Ⅱ-(7)簡単な練習問題をたくさん解いたとき楽しいと

感じる。

高校1年牛男子(91名)の分析結果

(1.27)

判別的中率78%でかなり高い。成績に大きく関連

する調査項目およびその判別係数を示す。

Ⅲ-(15)簡単に解けそうにない問題を解こうとしている

とき数学が楽しいと感じる。　　　　(1.鵜)

Ⅲ-(1)解き方のパターンを覚えると数学がよくで-きる

ようになると思う。　　　　　　　(-1.的)

I-(2)幾何より数量の方が好きです。　　　(0.70)

I-(9)計算したり値を求めたりする証明問題よりも,

証明問題の方が好きです。　　　　　(0.53)

高校1年牛女子(70名)の分析結果

Ⅲ-(11)教師の示した方法で問題を解き,独自の方法は

考えないようにすると,数学が出来るようにな

ると思う。　　　　　　　　　　　(-2.01)

ト(7)今習っている内容からさらに進んだ数学を,知

りたいと思います。　　　　　　　　(1.53)

Ⅲ一(12)難しい問題がやっと解けたときおもしろいと感

じる。　　　　　　　　　　　　　　(-2.71)

Ⅲ-(1)定理や内容の意味が分かったり納得したりした

とき,数学がおもしろいと感じる。　　(1.糾)

Ⅲ-(10)基礎的なことをよく理解すると,数学がよくで

きるようになると思う。　　　　　(-1.81)

Ⅲ-(3)問題の答えをただ得ることよりも,考え方を理

解しようとすると,数学ができるようになると

思う。　　　　　　　　　　　　　　(1.61)

中学生の男子は,異なった解法を見つけたり,新し

い知識に対する意欲が成績に大きく影響する。一方友

達との協力項目の係数が負であることは,成績の上位

者は友達と協力して作業などをすることを好んでいな

いことを示唆している。女子は全く逆で,成績の上位

者は,新しいことを理解するよりも他人にうまく説明

できたときうれしいと思っている。

高校生の男子の成績上位者は,パターンを覚えるの

ではなく.解けそうにない問題を解こうとしていると

き数学が楽しいと思っている。逆に女子は,難しい問

題がやっとできたときうれしいとは思っていないが,

基礎的なことの理解よりも,意味の納得を求めている。

§2-3)調査ト(10)「数学を勉裡していると塗

しくなりますIを目的変数とした判別分析

ト(10)を日的変数,他の質問項目を説明変数として
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[判別関数式]
(群1:群2)

目的変数成櫓群
判 別 係 数 マバラ/ビス瑠 F 債 P 値 判 定 平 均 値 の 符 号 チェック

Ⅱ 一 (9 )

Ⅲ - (8 )

- 1.8 70 4

1.4 04 205

2 .0 44 512

2.924 99

13 .99 094

6 .0 6 139

0 .0 004 9

0 .0 17 46

[** ]

[*]

- 0 .6 70 45

0.45 0 758

×

I - (3 ) 2.1380 74 2 .214 778 12 .28 1 11 0.00 10 02 【* *] 0.3 7 12 12

I - (1 2) 1.3 28 624 2.85 6 .6 56 845 0.0 129 93 【可 0.18 9 394

エー (8 ) 1.2 742 0 1 3 .114 247 4.6 14 744 0 .03 67 73 日 0.26 5 152

Ⅱ - (1 1) - 1.3 95 76 3 .0 16 179 5.35 45 53 0.02 49 95 ト] - 0 2 53 79

Ⅱ - (10 ) 1.57 6 118 2 .9 24 113 6 .0 68 275 0 .0 174 匝] 0.14 3 939

Ⅱ - (14 )

定 数 項

-0 .8 38 44

- 12 .52 43

3 .3 03 108 3.24 6 304 0.07 78 67 [ ] 0.0 68 182

判別分析を行った。ト(10)に対して4,5に○をつけ

た生徒を第I群(勉強しているとたのしい),1,2に

○をつけた生徒を第2群(勉強していると楽しくない)

とした。

男子中学年　目　83名)の分析結果

判別的中率は94%で高い。日的変数に大きく関連

する調査項目およびその判別係数を示す。

I-(17)数学ができるようになりたいと本当に思ってい

ます。　　　　　　　　　　　　　　　(5.30)

I-(1)やさしい問題よりも,難しい問題を解くほうが

やる気がでます。　　　　　　　　　(2.21)

I一(2)幾何より数量の方が好きです。　　　　(1.21)

Ⅲ-(6)練習問題をたくさん解くと数学がよくできるよ

うになると思う。　　　　　　　　(-1.37)

Ⅲ-(8)問題の異なった解法を見つけようとする。

(-1.50)

Ⅲ一(5)人の考えを理解しようとすると,数学がよくで

きるようになると思う。　　　　　(-1.封)

Ⅲ-(6)自分で新しい問題を作るとき数学がおもしろい

と感じる。　　　　　　　　　　　　　(1.㌶)

Ⅲ-(12)雉しい問題がやっと解けたとき数学がおもしろ

いと感じます。　　　　　　　　　　　(2.16)

女子中学年　目　83名)の分析結果

判別的中率は96%で高い。目的変数に大きく関連

する調査項目と判別係数を示す。

ト(11)私は数学があまり得意ではありません。

(-2.9の

Ⅲ一(10)基堤的なことをよく理解すると数学がよくでき

るようになると思う。　　　　　　(-4.70)

ト(1)やさしい問題よりも,雉しい問題を解く方がや

る気が出ます。　　　　　　　　　　　は88)

I一(17)数学ができるようになりたいとほんとうに思っ

ています。　　　　　　　　　　　　　(2.65)

ト(2)幾何より数量の方が好きです。　　　(1.51)

Ⅱ-(11)私の考えを,他の生徒が理解してくれるとき。

(1.39)

男子高校生(163名)の分析結果

判別的中率は90%で高い。日的変数に大きく関連

する調査項目と判別係数を示す。

Ⅱ-(9)友達と協力して作業したり問題を解いていると

き数学が楽しい。　　　　　　　　　　(1.舶)

Ⅱ-(14)なぜそのようになるのかを考えいるとき(1.48)

I-(7)今習っている内容ならさらに進んだ数学を,知

りたいと思います。　　　　　　　　　(1.43)

Ⅱ-(6)自分で新しい問題を作るとき数学がおもしろい

と感じる。　　　　　　　　　　　　　(1.22)

I-(16)パズルやゲームのような問題が好きです。

(一1.㌶)

I-(11)私は数学があまり得意ではありません。(-1.鵬)

女子高校牛(99名)の分析結果

判別的中率は90%で高い。目的変数に大きく関連

する調査項目と判別係数を示す。

Ⅱ-(14)なぜそのようになるのかを考えているとき,数

学がおもしろいと感じる。　　　　　(2.39)

-128-



I-(4)数学を勉強すると,すじみちをたてて考えるこ

とができるようになります。　　　　(1.39)

I-(5)数学の問題を解くのに,新しい考えが入る余地

はほとんどありません。　　　　　(-1.27)

男子中学生の場合,「数学を勉強していて楽しくなる」

ことは「数学ができるようになりたいと本当に思って

いる」ことと大きな関係がある。一方女子の場合は

「数学が得意で」「難しい問題をする」ことと関係が深

い。

男子高校生の場合,「数学を勉強していて楽しくなる」

項目は様々な項目と関連がある。しかし女子の場合は

関連する項目は少ない。大きい関連があるのは,「なぜ

そのようになるのかを考えているとき,数学がおもし

ろいと感じる」と言う項目のみである。

与2-4)調査I-(3)「習った事柄を.自分なりに

発展させて.さらに新しいことを見つけたり.問

題を解決したりすると善.数学が楽しいIを目的

変数とした垂回帰分析

この調査項目は,数学を発展的に捉え.新しい事柄

を創造していこうとする態度に大きく関連している項

目である。従って,この質問項目を目的変数とする分

析を行うことによって,「新しい学力観」に代表される

創造的な思考や態度といったものの傾向を知ることが

できると考えられる。

質問項目1・(3)に対して,4,5に○をつけた生徒

を第1群(楽しい),1,2に○をつけた生徒を第2群

(楽しくない)とした。

(表2)は,男子高校生を例とした重回帰式や説明変

数等の表であるが,そこに目的変数a】,a2,a3

…・と.それに対応する偏回帰係数pl,pZ,p

3,…・がある。alXpl+a2×p2+a3×p3

十・・・十(定数項)という式によって,理論値が計

算される。

男子中学年(183名)の分析結果

目的変数に大きく関連する調査項目および,標準偏

回帰係数を挙げると,

Ⅲ-(4)自分で何かを考え出そうとすれば,数学がよく

できるようになると思う。　　　　(-0.18)

I二(9)計算したり値を求めたりする問題よりも,証明

問題の方が好きです。　　　　　　　　(0.18)

Ⅲ-(7)数学の練習・応用問題を解くことのみに関心を

持ち,それ以外の内容に余り興味を持たない

ようにすれば,数学ができるようになると思

つ。　　　　　　　　　　　　　　　(-0.15)

ト(7)今習っている内容からさらに進んだ数学を,知

りたいと思います。　　　　　　　　(0.35)

女子中学年　目　83名)の分析結黒

目的変数に大きく関連する調査項目および,標準偏

回帰係数を挙げると,

Ⅲ-(3)習った事柄を,自分なりに発展させて,さらに

新しいことを見つけたり,問題を解決したりす

るとき数学が楽しいと思う。　　　(-0.83)

Ⅲ-(1)解き方のパターンを覚えれば,数学ができるよ

うになると思う。　　　　　　　　　(0.m)

Ⅲ-(1)定理や内容の意味が分かったり納得したりした

とき,数学がおもしろいと思う。　　(-0.18)

I-(10)数学を勉強していると楽しくなります。(0.14)

ト(4)数学を勉強すると,すじみちをたでて考えるこ

とができるようになります。　　　(-0.13)

Ⅱ-(11)私の考えを,他の生徒が理解してくれるとき教

学が楽しいと思う。　　　　　　　　(0.13)

男子高校生　日63名)の分析結果

日的変数に大きく関連する調査項目および,標準偏

回帰係数を挙げると,

Ⅲ-(13)自分で別の解法を見つけたとき,数学がおもし

ろいと思う。　　　　　　　　　　　(-0.胡)

Ⅲ-(3)問題の答えをただ得ることよりも,考え方を理

解しようとすれば,数学ができるようになると

思う。　　　　　　　　　　　　　　(-0.42)

ト(4)数学を勉強すると,すじみちをたてて考えるこ

とができるようになります。　　　　(-0,30)

ト(3)図形の問題は,いろいろな方法で解くことがで

きます。　　　　　　　　　　　　　　(0.30)

Ⅲ-(10)基礎的なことをよく理解すると数学がよくでき

るようになると思う。　　　　　　　　(0.29)

I-(16)パズルやゲームのような問題が好きです。

(-0.26)

女子高校年(99名)の分析結果

日的変数に大きく関連する調査項目および,標準偏
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重回帰式　目的変数2-(3)判定
説 明 変 数 偏 回 帰 係 標 準 偏 回 F 値 有 意 董 判 ヨ判 定 マ ー づT 値 標 準 誤 差

I - (16 ) -0 .0 6 9 93 - 0 .25 5 5 2 8 .0 92 8 0 9 0 .0 05 3 7 1 【* * ] - 2 .8 44 7 9 0 .0 24 5 8 3

I - (2 ) - 0 .0 5 26 4 - 0 .18 8 9 8 5 .33 3 7 0 9 0 .0 22 9 3 2 [* 】 - 2 .3 09 4 8 0 .0 22 7 9 4

Ⅲ - (10 )

Ⅲ - (3 )

0 .1 08 6

- 0 .17 75 7

0 .2 85 5 9 9

- 0 .4 24 3 4

9 .38 3 3 63

19 .4 8 6 37

0 .0 02 8 0 1

2.5 2 E - 0 5

[* * 1

【* * 】

3 .0 6 32 2 8

- 4 .4 14 3 4

0 .03 5 4 5 3

0 .0 4 0 2 2 5

I - (3 ) 0 .0 9 54 6 1 0 .2 98 6 4 2 10 .5 5 4 13 0 .0 0 15 7 【* * 】 3 .2 43 7 12 0 .0 29 3 8 4

Ⅱ - (13) - 0 .14 0 8 3 - 0 .4 8 132 2 2.18 8 95 7.8 2 E - 0 6 【* * ] - 4 .7 10 5 2 0 .0 29 3 9 6

Ⅲ - (4 ) 0 .0 8 78 6 3 0 .2 7 144 5 5 .7 6 13 3 2 0 .0 18 柑 6 匝 】 2 .40 0 2 7 7 0 .0 3 6 60 5

I - (4 ) - 0 .0 90 4 3 -0 .3 0 15 5 10 .7 7 59 3 0 .0 0 1 40 9 【* 可 - 3 .28 2 67 0 .0 2 75 4 8

I - (1 2) 0 .0 77 5 6 4 0 .2 53 9 29 1 .16 5 70 3 0 .0 0 8 6 6 1 [** ] 2 .6 76 8 83 0 .0 2 8 97 5

Ⅱ - (14) 0 .05 3 6 7 7 0 .18 14 62 4.0 6 75 78 0 .0 4 6 3 42 【* 】 2 .0 16 8 24 0 .0 2 6 6 15

Ⅲ - ( 6 ) 0 .05 6 6 99 0 .16 3 46 2 3 .7 00 86 3 0 .0 5 7 17 2 [ ] 1.9 23 7 83 0 .0 2 94 7 3

Ⅲ - (12 ) - 0 .0 4 0 99 - 0 .14 10 5 2 .8 5 63 8 6 0 .0 9 40 6 6 [ 】 - 1 .6 90 0 3 0 .0 2 42 5 5

Ⅱ - ( 8 )

定 数 項

- 0 .0 3 9 79

1.5 2 7 70 7

- 0 .13 75 3 2 .07 4 3 6 0 .15 28 5 5 【 】 - 1 .4 40 26

6 .3 7 76 6 4

0 .0 2 16 2 4

0 .23 9 5 4

表2

回帰係数を挙げると,

]-(11)私の考えを,他の生徒が理解してくれるとき。

(0.盟)

Ⅱ-(4)他人にうまく説明できたとき楽しいと感じる。

(-0.47)

ト(6)数学の問題を解くのに,新しい考えが入る余地

はほとんどありません。　　　　　　　(0.42)

I-(3)図形の問題は,いろいろな方法で解くことがで

きます。　　　　　　　　　　　　　　(0.42)

I-(3)私は数学を必要とする仕事をしたいと思いま

す。　　　　　　　　　　　　　　　(-0.39)

Ⅲ-(3)問題の答えをただ得ることよりも,考え方を理

解しようとすれば,数学ができるようになると

思う。　　　　　　　　　　　　　　(一0.37)

I-(9)計算したり値を求めたりする問題よりも,証明

問題の方が好きです。　　　　　　　　(0.35)

高校生,中学生ともに.日的変数(Ⅱ-(3))に大きな

関連を持つ項目数は,女子が男子より多い。さらに他

人にうまく説明できたとき楽しいと感じるのは女子の

特徴である。

§3.本研究のまとめと今後の課題

本研究では,数学に対する生徒の信念・日的・態度

について,調査を行い,その結果を分析してきた。

特に今年度は,判別分析や垂回帰分析により男女の

意志差を調べた結果次のような結論を得た。

◆女子の方が,数学は頑張ってもできないと思って
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おり,易しい問題が出るとうれしく思う。3種類

の調査1,Ⅲ,田について言えば,男女差が大き

い項目はほとんどIの調査項目「数学をどのよう

な教科と考えているか」に集中している。しかも

その多くの部分は中学生であり,高校生になると

あまり差はない。高校生は,調査I「数学が楽し

い,おもしろいと感じるのはどんなときか」,調査

Ⅲ「どのようにすれば教学がよくできるようにな

ると考えているか」に対しては,男女の差がかな

りある。

中学生はこれらの項目にあまり差がない。

◆中学生の男子は,異なった解法を見つけたり.新

しい知識に対する意欲が成績に大きく影響する。

一方友達との協力項目の係数が負であることは,

成績の上位者は友達と協力して作業などをするこ

とを好んでいないことを示唆している。女子は全

く逆で,成績の上位者は.新しいことを理解する

よりも他人にうまく説明できたときうれしいと思

っている。

◆高校生の男子の成績上位者は,パターンを覚える

のではなく,解けそうにない問題を解こうとして

いるとき数学が楽しいと思っている。逆に女子は,

難しい問題がやっとできたときうれしいとは思っ

ていないが,基礎的なことの理解よりも,意味の

納得を求めている。

◆高校生,中学生ともに,日的変数(Ⅲ-(3))に大き

な関連を持つ項目数は,女子が男子より多い。さ

らに他人にうまく説明できたとき楽しいと感じる

のは女子の特徴である。



今回は男女の意識の差について,調査研究を行った。

学校外の条件で言えば塾は社会の関心を大いに集めて

いる。塾が,数学に対する信念や・目的・態度といっ

たものにどのような影響を与えるのか,今後の課題と

したい。さらに,このような調査を継続していくとと

もに,生徒の意識の変化や,数学の学力との関連を長

期的に捉えていくことが寛容である。「生きる力」を養

うことのできる数学教育の展開に対して,いくらかの

示唆を与えることができるよう,今後も研究を続ける

必要がある。
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数学についての調査(I)

この調査は,みなさんが数学についてどのように考えているかを知り,これからの教学教育の改善に役立てよう

とするものです。それぞれの項目内容は,本校数学科の教育方針とは関係なく作られたものです。また.答えた事

項は,いずれも本調査の目的以外にはいっさい利用しませんし.これによってあなたに不利益をもたらすことはあ

りません。したがって,考えているとおり,正直に書いて下さい。

◆調査1◆次の文について,あなたの老兵にもっとも主斤いものを1,2,3,4,5の中から1つ選んで,その番

号を○でかこみなさい。

大
賛
成

反
対

い
　
え
　
な
　
い

ど
　
ち
　
ら
　
と
　
も

賛
成

大
反
対

(1)やさしい問題よりも,難しい問題を解くほうがや

る気がでます。

(2)幾何(作図・図形の性質など)より数量(方程

式・関数など)の方が好きです。

(3)図形の問題は,いろいろな方法で解くことができ

ます。

(4)数学を勉強すると,すじみちをたてて考えること

ができるようになります。

(5)いくら一生懸命がんばっても,数学ができるよう

になりません。

(6)数学の問題を解くのに,新しい考えが入る余地は

ほとんどありません。

(7)今習っている内容からさらに進んだ数学を,知り

たいと思います。

5

5

5

5

5

5

5

(8)数学の勉弓釦ま,ほとんど暗記ばかりです。　　　　　　5

(9)計算したり値を求めたりする問題よりも.証明間

題の方が好きです。

(10)数学を勉強していると楽しくなります。

(11)私は数学があまり得意ではありません。

(12)数学は自分で新しいことを考えていこうとする人

にとって適した学問です。

(13)私は数学を必要とする仕事をしたいと思います。

(14)数学に関連した本を読むのが好きです。

(15)数学の問題は,ある決まり切ったやり方に従えば

必ず解けるものです。

(16)パズルやゲームのような間喝が好きです。　　　　　　5

(17)数学ができるようになりたいと本当に思っていま

す。

4

4

4

4

4

4
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年 組 番　 氏名
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数学についての調査(Ⅱ)

この調査は,みなさんが数学についてどのように考えているかを知り,これからの教学教育の改善に役立てよう

とするものです。それぞれの項目内容は,本校数学科の教育方針とは関係なく作られたものです。また.答えた事

項は,いずれも本調査の目的以外にはいっさい利用しませんし,これによってあなたに不利益をもたらすことはあ

りません。したがって,考えているとおり,正直に書いて下さい。

◆調査2◆数学がおもしろい・楽しいと感じるのは　どのようなときですかn

次の項目について,あなたの思いにもっとも近いものを1,2,3,4,5の中から1つ選んで,その番号を

○でかこみなさい。

大
賛
成

反
対

い
　
え
　
な
　
い

ど
　
ち
　
ら
と
　
も

賛
成

大
反
対

(1)定理や内容の意味が分かったり納得したりしたとき

(2)あまり努力しなくてもすぐできるとき

(3)習った事柄を,自分なりに発展させて,さらに新し

いことを見つけたり,問題を解決したりするとき

(4)他人にうまく説明できたとき

(5)一生懸命勉強しているとき

(6)自分で新しい問題を作るとき

(7)簡単な練習問題をたくさん解いたとき

(8)先生が難しい質問をしないとき

(9)友達と協力して作業したり問題を解いているとき

(10)知らなかったこと,新しいことが分かるようになっ

たとき

(11)私の考えを,他の生徒が理解してくれるとき

(12)難しい問題がやっと解けたとき

(13)自分で問題の別の解法を見つけたとき

(14)なぜそのようになるのかを考えているとき

(15)簡単に解けそうにない問題を解こうとしているとき
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年 組 番　 氏名
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数学についての調査(皿)

この調査は,みなさんが数学についてどのように考えているかを知り.これからの数学教育の改善に役立てよう

とするものです。それぞれの項目内容は,本校数学科の教育方針とは関係なく作られたものです。また.答えた事

項は,いずれも本調査のH的以外にはいっさい利用しませんし.これによってあなたに不利益をもたらすことはあ

りません。したがって,考えているとおり,正直に書いて下さい。

◆調査3◆どのようにすれば　数学がよくできるようになると思いますかハ

次の項目について,あなたの考えにもっとも近いものを1,2.3,4,5の中から1つ選んで,その番号を

○でかこみなさい。

大
賛
成

反
対

い
　
え
　
な
　
い

ど
　
ち
　
ら
　
と
　
も

賛
成

大
反
対

(1)解き方のパターンを覚える。

(2)自分の考えを他の生徒に説明しようとする。

(3)問題の答えをただ得ることよりも,考え方を理解

しようとする。

(4)自分で何かを考え出そうとする。

(5)人の考えを理解しようとする。

(6)練習問題をたくさん解く。

(7)教学の練習・応用問題を解くことのみに関心を持

ち,それ以外の内容にあまり興味を持たないよう

にする。

5　5　5　5

(8)問題の異なった解法を見つけようとする。　　　　　　5

(9)教科書の内容だけでなく,数学の歴史や応用など.　5

いろいろな面から数学に興味を持って勉強する。

(10)基礎的なことをよく理解する。

(11)教師の示した方法で問題を解き,独自の方法は考

えないようにする。

(12)難しい問題を解くようにする。

3　3　3　3 2　2　2　2
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年 組 番　 氏名
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